
恵
慶
集
と
古
今
和
歌
l
六
帖

－
　
古
今
和
歌
六
帖
の
編
纂
年
代
に
関
す
る
我
見

恵
毘
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
歌
、
も
し
く
は
、
恵
慶
法
師
の
詠
じ
た
歌
で
あ

っ
て
、
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
採
取
さ
れ
収
敢
さ
れ
て
い
る
歌
は
、
次
に
掲
げ

る
一
首
し
か
な
い
。

あ
ま
の
原
空
き
へ
さ
え
や
わ
た
る
ら
む
こ
は
り
と
見
ゆ
る
冬
の
よ
の
月

こ
の
歌
は
、
第
一
帖
・
天
の
「
冬
の
月
」
の
第
五
歓
に
収
載
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
作
者
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

だ
が
、
習
歌
大
系
に
於
い
て
は
、
。
の
歌
に
、
「
拾
冬
後
六
貫
之
讐

（
傍
点
笠
者
、
以
下
同
じ
）
と
出
典
・
校
註
哲
目
名
を
傍
曽
し
て
い
る
。
叉
、

石
塚
鵠
際
稿
・
田
林
寿
信
氏
編
の
『
校
註
古
今
和
歌
六
帖
』
に
於
い
て
も
、
こ

の
歌
の
左
に
、

拾
遺
月
冬
を
見
て
よ
め
る
　
恵
鎧
法
師

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

貫
之
葉
第
三
句
「
ま
さ
る
㍉
り
ん
」

と
校
証
し
て
あ
る
。
更
に
は
、
山
水
明
満
の
『
古
今
和
歌
六
輯
厚
誼
』
も
、
こ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

の
痕
の
右
に
「
拾
冬
　
だ
鐙
法
師
」
と
、
左
に
は
「
校
六
　
貫
之
萱
」
と
注
を

熊
　
　
本
　
　
守
　
　
雄

ヽ

施
し
、
し
か
も
、
第
三
句
「
わ
た
る
ら
ん
」
の
右
傍
に
「
ま
き
　
貫
」
と
校
試

て
い
る
。
こ
う
し
た
注
記
に
よ
る
と
、
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
は
、
貫
之
鷺
に
所
敬
し
て

あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
現
存
す
る
如
何
な
る
貫
之
環
に
も
、
こ
の
歌

は
蝿
敬
さ
れ
て
い
な
い
。

貫
之
賃
に
は
、
自
撰
太
と
他
撰
本
と
が
あ
り
、
自
横
木
は
貫
之
在
世
の
時
に

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
恵
慶
倭
・
元
捕
隻
・
安
法
法
師
質
の
詞
書
き
や
、
下

っ
て
は
突
隆
公
記
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。

◎
恵
慶
集
（
宮
内
庁
書
陵
部
寧
図
書
寮
聖
5
5
8
本
）

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

散
貫
之
が
よ
み
あ
つ
め
た
る
顎
を
一
巻
か
り
て
か
へ
す
と
て

1
4
9
ひ
と
ま
き
に
ち
ゞ
の
こ
が
ね
を
こ
め
た
れ
は
　
人
こ
そ
な
け
れ
こ
ゑ
は
の
こ
l

れ
り
内
赦
助
時
文
が
返
し

1
5
0
い
に
L
へ
の
ち
ゞ
の
こ
が
ね
は
か
ぎ
り
あ
る
を
　
あ
ふ
ば
か
り
な
き
き
み
が

た
ま
づ
さ
周
防
守
元
締

11
5
か
へ
し
け
む
む
か
し
の
人
の
た
ま
づ
さ
に
　
き
ゝ
て
そ
ゝ
ぐ
お
い
の
な
み
だ

を
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檎
宜
朝
臣

21
5
水
ぐ
き
の
あ
と
に
こ
の
れ
る
た
ま
づ
さ
に
　
い
と
ゝ
も
さ
む
き
あ
き
の
そ
ら

浅

◎
元
締
薫
　
（
宮
内
庁
欝
陵
部
歳
∵
図
円
星
空
1
2
本
）

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

貫
之
が
し
ふ
を
、
人
の
か
り
て
か
へ
し
侍
け
る
を
り
に
、
と
き
う
に
託

て
つ
か
は
し
ゝ

9
5
か
へ
し
け
ん
む
か
し
の
人
の
玉
づ
さ
を
　
き
ゝ
て
ぞ
そ
ゝ
ぐ
老
の
な
み
だ

ま

◎
　
安
法
法
師
集
　
（
上
賀
茂
神
社
二
二
手
文
腫
蔵
本
）

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

．

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

つ
ら
ゆ
き
が
よ
み
あ
つ
め
た
る
う
た
の
し
ふ
を
、
ゑ
京
か
り
て
か
へ
す

と
て
う
た
よ
め
る
に
、
み
な
人
！
1
よ
み
し

2
3
き
刀
い
へ
の
く
せ
に
の
こ
れ
る
こ
と
の
斑
は
　
か
き
こ
そ
た
む
れ
ち
り
の
う

へ
ま
でこ
れ
は
本
あ
る
こ
と
な
り

◎
　
実
隆
公
記
　
へ
梧
群
書
粕
従
完
成
会
本
）

A
延
徳
二
年
閏
八
月
小
九
日
の
条
Ⅴ

九
日
賢
堕
宗
祇
旗
印
来
、
巾
芝
目
莞
学
手
太
等
令
兄
之
、
玄
潰
l

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

宗
作
、
宗
恕
等

同
道
采
見
之
、
各
感
魂
、
師
官
朝
臣
采
、
桧
跡
数
通
令
兄
之
、
反
晩
硫
裏

A
延
徳
二
年
八
月
間
小
十
五
日
の
条
Ⅴ

十
雷
賢
輿
竹
讐
蜜
柑
一
合
空
之
、
日
銀
注
左
、
随
分
至
篭
、

一
嘉
延
吉
堀
川
慣
名
、
後
白
河
慣
名
、
屋
筆

一
某
天
是
離
令
語
・
三
雄
院
、
後
三
条
院
一
巻
、

一
琵
竿
巻
、
岩
場
本
古
等
一
翼
同
形
一
幅
、

一
環
積
跡
十
巻
、
此
内
項
抄
二
郎
、

一
茶
麓
跡
官
本
十
四
巻
、

一
翼
佐
跡
四
糞
此
内
岩
本
一
巻
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

　

　

ヽ

　

　

ヽ

貫
之
環
三
巻
、
自
麓

右
の
恵
良
蛮
・
元
紺
鷺
・
安
法
法
師
建
・
実
隆
公
認
な
ど
の
記
事
に
よ
っ

て
、
日
舞
本
の
貫
之
粟
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
日
揮
環
に
あ
た
る
も
の
が
、
一
種
類
で
あ
っ
た
の
か
、
数
穐
類
あ
っ

た
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
果
し
て
現
在
伝
存
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

は
、
は
っ
き
り
は
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
、
伝
行
成
笠
と
言
わ
れ
て
い
る
貫
之
煤
十
一
葬
（
二
十
四
首
）
が
、
他

・
相
木
系
貫
之
覧
（
注
1
）
に
く
ら
べ
て
、
本
文
の
順
序
・
詞
招
き
が
甚
だ
し
ぐ

相
違
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
一
系
統
中
の
一
異
本
と
は
見
ら
れ
ず
、
し
か

も
、
そ
の
わ
ず
か
二
十
四
百
巾
に
、
他
釈
木
賃
之
賃
に
見
ら
れ
な
い
歌
が
十
二

首
（
注
2
）
も
あ
り
、
そ
れ
が
い
ず
れ
も
貫
之
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
か
ら
、
戴
谷
朴
氏
な
ど
は
、
貫
之
在
世
中
の
編
纂
に
な
る
莞
で
は
な
か
ろ

う
か
と
、
白
鷺
鷺
に
擬
し
て
お
ら
れ
る
。
（
注
3
）

そ
う
し
た
古
賀
切
の
一
群
の
中
に
も
、
先
ほ
ど
の
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
は
兄

い
出
せ
な
い
。

一
方
、
他
控
未
貴
之
鷺
は
、
貫
之
没
後
に
堕
二
者
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ

．
て
成
立
し
た
琵
位
等
、
こ
れ
に
は
歌
仙
宏
貸
本
と
西
本
m
寺
本
と
の
両
系
統
が

あ
る
。前
者
は
八
八
九
百
で
、
後
者
は
七
二
七
首
（
注
4
）
で
あ
る
。
後
者
は
前
者

に
比
べ
て
、
一
八
四
百
を
脱
し
て
は
い
る
が
、
又
、
前
者
に
は
な
い
特
有
歌
二

十
二
首
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
他
撰
本
中
に
は
、
貫
之
以
外
の
人
の
歌
を

四
十
首
ば
か
り
含
ん
で
い
る
。

そ
う
し
た
誅
仙
㌶
㌍
木
や
丙
木
棚
寺
に
も
「
あ
ま
の
原
」
歓
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。

43



と
に
か
く
、
現
在
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
如
何
な
る
神
聖
露
窪
も
、
「
あ

ま
の
原
」
の
歌
は
含
ま
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
何
故
、
先
程
の
三
警
『
習
警
乗
』
『
校
訂
古
今
和
警

輯
』
　
『
古
今
和
歌
六
帖
標
諜
』
）
は
、
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
が
貫
之
賃
に
あ
る

か
の
よ
う
な
注
記
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
殊
に
、
後
者
な
ど
に
よ
る
と
、
貫

之
賃
で
は
第
三
句
が
「
ま
さ
る
ら
ん
」
と
な
っ
て
収
放
ら
れ
て
い
る
か
の
ご
と

き
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
あ
ま
の
原
」
の
歌
が
貴
之
鷺
に
あ
る
と
し
た
の
は
、
つ
ま
り
、
作
者
を
貴

之
に
擬
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
古
今
和
歌
六
帖
に
於
い
て
、
こ
の
「
あ
ま
の

原
」
の
歌
の
前
後
に
紀
貫
之
の
歌
が
収
載
さ
れ
て
あ
る
こ
と
に
原
田
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

即
ち
、
こ
の
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
の
前
に
は
、
「
冬
の
月
」
の
項
目
を
も
っ

て
四
首
の
歌
が
収
敬
さ
れ
て
お
り
、
第
一
番
の
歌
に
は
「
貫
之
」
と
、
二
番
目

の
歌
に
「
同
じ
人
」
と
い
う
作
者
名
が
あ
る
。
又
、
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
の
す

ぐ
後
に
は
、
「
雅
の
月
」
の
項
目
を
掲
げ
ハ
六
百
の
歌
を
誠
せ
て
い
る
。
そ
の

後
に
「
以
上
五
首
貫
之
」
と
い
う
注
記
が
み
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
あ
ま
の

原
」
の
歌
の
前
後
に
あ
る
「
貫
之
」
と
い
う
注
記
が
禍
を
な
し
た
と
し
か
考
え

ら
れ
な
い
。

石
塚
寵
麿
・
山
本
明
治
が
、
誤
っ
て
、
「
あ
ま
の
灰
」
の
歌
は
貫
之
窯
に
あ

り
と
標
し
た
も
の
を
、
不
幸
に
も
、
国
歌
大
帝
の
校
注
者
も
、
検
討
を
加
え
る

こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
踏
賀
し
た
た
め
に
、
同
じ
軌
を
踏
む
こ
と
に
な
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
な
に
は
と
も
あ
れ
、
「
あ
ま
の
屁
」
の
歌
が
紀
貫
之
の
作
と
い

う
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
考
え
ら
れ
る
。

※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

カ
ハ
ラ
′
ヰ
ン
ニ
　
　
　
　
　
　
ワ
カ
ヲ
ヨ
メ
ル
、
・
ト

又
『
今
昔
物
語
埜
』
　
（
巻
第
二
十
四
・
於
河
原
院
歌
謡
典
薬
リ
テ
詔
和
歌
語

第
四
十
六
）
に
於
い
て
は
、
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
の
作
者
を
安
正
法
厨
と
し
て

お
り
、
河
原
院
で
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
今
昔
物
語
で
は
、
宇
多

院
も
な
く
な
ら
れ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
河
棋
院
に
は
住
む
人
も
な
く
荒
れ
果

て
て
い
た
の
を
、
土
佐
の
国
よ
り
上
っ
て
き
た
紀
貫
之
が
み
て
、
「
キ
、
、
、
マ
サ

デ
腔
タ
ユ
ニ
シ
坊
ガ
マ
ノ
ウ
ラ
サ
ビ
シ
ク
モ
、
、
、
エ
ワ
タ
ル
カ
ナ
」
と
款
を
詠
じ
．

往
・
時
を
し
の
人
だ
と
い
う
話
に
つ
づ
け
て
、
「
英
後
、
此
ノ
院
ヲ
寺
二
成
シ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

テ
ケ
リ
。
然
テ
安
法
ノ
君
ト
云
僧
ゾ
住
ケ
ル
。
其
ノ
佃
、
冬
ノ
夜
、
月
ノ
匝
ク

明
カ
リ
ケ
ル
ー
て
此
ナ
ム
詔
ケ
ル
」
と
い
っ
て
、
「
ア
マ
ノ
バ
ラ
ソ
コ
サ
へ
サ

エ
ヤ
ワ
ク
ル
ラ
ム
　
コ
ポ
リ
ト
ミ
ユ
ル
フ
ユ
ノ
ヨ
ノ
ツ
キ
」
の
歌
を
収
敬
し
て

い
る
。今
昔
物
語
に
於
い
て
は
、
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
の
作
者
を
安
法
法
師
と
し
、

ヽ

　

ヽ

そ
の
歌
は
第
二
句
を
「
ソ
コ
サ
へ
サ
エ
々
」
と
し
て
い
る
。
梅
沢
本
・
古
本
説

話
篤
に
も
、
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ
話
が
見
え
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
あ

ま
の
は
ら
そ
ら
さ
へ
さ
え
や
わ
た
る
ら
ん
こ
は
り
と
み
ゆ
る
ふ
ゆ
の
よ
の
月
」

と
な
っ
て
お
り
、
古
今
和
歌
六
帖
の
詞
句
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

今
昔
物
語
で
は
、
河
原
院
の
住
持
で
あ
っ
た
安
法
法
師
を
「
あ
ま
の
原
」
の

歌
の
作
者
と
し
て
い
る
が
、
よ
も
や
「
あ
ま
の
灰
」
の
歌
が
彼
の
詠
作
に
な
る

こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
と
い
え
ば
、
河
原
院

で
僧
が
「
冬
ノ
夜
、
月
ノ
極
ク
明
カ
リ
ケ
ル
ニ
」
詠
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
今
昔
物
語
が
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
の
作
者
と
し
て
、
安
法
法
師
を
登
場
さ

せ
た
の
は
、
「
酉
ノ
窮
ノ
西
面
こ
、
昔
ノ
校
ノ
大
ナ
ル
有
ケ
リ
。
其
ノ
問
二
駅

詔
共
、
安
法
ノ
君
ノ
房
二
采
テ
、
歌
ヲ
盈
ケ
リ
。
」
と
し
て
、
河
原
院
の
古
松

や
岩
井
を
詠
ん
だ
「
古
哲
郎
ノ
入
道
能
因
」
　
「
登
時
（
大
江
嘉
言
）
」
　
「
源
遺

濱
」
の
詠
歌
を
挙
げ
、
そ
れ
で
以
っ
て
一
語
を
構
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
安
法
法
師
が
河
原
院
の
住
持
で
あ
っ
た
た
め
に
、
彼
は
無
理
に
翌
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揚
さ
せ
ら
れ
、
「
ア
マ
ノ
ハ
ラ
」
の
歌
の
作
者
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

注
1
　
他
撰
本
罪
軒
H
之
鷺
に
は
西
木
振
寺
本
と
歌
仙
景
焦
本
と
が
あ
る
。

2
　
十
二
首
の
内
、
五
首
は
古
今
鷺
に
、
他
の
七
首
は
後
控
鷺
に
、
貫
之
の

歌
と
し
て
出
て
い
る
。

3
　
日
本
古
典
全
書
『
土
左
日
記
1
紀
貴
之
全
集
　
－
　
』

4
　
類
従
本
に
は
四
首
の
脱
落
が
あ
る
。

〓

「
あ
ま
の
原
」
の
歌
の
作
者
は
、
拾
遺
抄
及
び
拾
遺
和
歌
集
に
よ
る
と
、
恵

慶
法
師
で
あ
る
。

瓜
　
拾
遺
抄
　
　
　
巻
第
四
　
冬
部
．
V

冬
月
を
見
侍
て
、
よ
み
侍
け
る
　
　
　
恵
毘
法
師

仁
リ1
6
天
の
原
そ
ら
さ
へ
さ
え
や
撲
る
ら
ん
　
こ
は
り
と
み
ゆ
る
冬
の
よ
の
月

A
　
拾
遺
和
歌
建
　
　
巻
第
四
　
冬
　
　
Ⅴ

月
を
み
て
よ
め
る
　
　
　
　
恵
慶
法
師

22
4
天
の
尻
空
さ
へ
冴
え
や
没
る
ら
む
　
こ
は
り
と
み
ゆ
る
冬
の
夜
の
月

先
の
古
今
和
歌
六
帖
に
於
け
る
歌
の
詞
句
と
、
右
の
拾
遺
抄
及
び
拾
遺
和
歌

梧
芯
そ
れ
と
は
、
全
く
同
じ
で
は
あ
る
が
、
相
互
の
机
に
は
歌
の
採
取
に
関
し

て
は
直
接
的
な
関
係
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
両
者
の
問
に
関
係
が
あ
る
と

し
て
も
、
間
接
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

拾
遺
抄
は
、
和
歌
文
学
大
辞
典
に
よ
る
と
、
『
如
地
思
宝
集
』
十
一
巻
か
ら
古

今
和
歌
要
所
故
の
歌
な
ど
を
除
き
、
又
、
新
し
い
歌
を
加
え
て
『
拾
遺
抄
』
と

し
た
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
、
内
部
徴
証
に
よ
れ
ば
、
長
墜
一
年
（
九
九
六
年
）

十
二
月
な
い
し
長
保
元
年
（
九
九
九
年
）
十
二
月
の
問
の
成
立
で
、
お
そ
ら
く

畏
徳
三
年
七
月
以
前
の
成
立
で
あ
ろ
う
と
琴
冬
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
蘇

原
公
任
の
控
と
琴
冬
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
拾
遺
抄
に
歌
を
増
加
し
て
拾
遺

和
歌
要
が
成
っ
た
も
の
と
琴
冬
b
れ
て
い
る
。

他
方
、
古
今
和
歌
六
楯
に
関
し
て
は
、
編
者
・
成
立
年
代
と
も
は
ま
だ
未
定

と
い
う
べ
き
研
究
段
階
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
古
今
和
歌
六
帖
の
中
で
新
し

い
作
と
思
わ
れ
る
歌
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
編
纂
年
代
を
少
し
で
も
限

定
し
よ
う
と
す
る
作
業
は
、
大
域
胃
士
勇
氏
や
後
藤
利
雄
氏
な
ど
に
よ
っ
て
既

に
な
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
古
今
和
歌
六
帖
の
編
欝
時
期
を
少
し
で
も
限
定
し
よ
う
と
し
て
、
古

今
和
歌
六
帖
の
中
で
最
も
新
し
い
と
思
わ
れ
る
歌
を
拾
い
甲
そ
う
と
す
る
試
み

が
な
さ
れ
て
き
て
い
る

の
で
あ
る
。
大
域
富
士
男
氏
は
「
古
今
和
歌
六
帖
に
就

い
て
」
　
（
翫
憎
欄
現
の
研
究
』
）
に
於
い
て
、
慧
帖
「
あ
ふ
ぎ
」
の
中

に
あ
る銀
河
あ
ふ
ぎ
の
凪
に
第
ほ
れ
て
空
す
み
撲
る
椚
的
の
橋

の
歌
を
誉
げ
て
、
こ
の
歌
が
元
締
鱈
に
も
あ
り
、
そ
れ
に
は
、

天
碩
四
年
七
月
七
日
一
品
官
の
扇
合
に
あ
や
の
文
に
お
ら
せ
た
り
し
歌

と
い
う
詞
書
き
が
あ
り
、
拾
遺
和
歌
集
に
も
、
こ
の
年
月
日
の
記
載
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
古
今
和
歌
六
楯
の
成
立
が
、
少
な
く
と

も
、
円
融
院
．
埴
合
の
行
な
わ
れ
た
天
稚
四
年
（
九
七
一
二
年
）
以
按
の
こ
と
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。

更
に
、
後
藤
利
雄
氏
は
「
古
今
和
歌
六
帖
の
編
者
と
成
立
年
代
に
就
い
て
」
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（
‰
同
語
と
国
文
学

和
廿
八
年
五
月

㌍
）
に
於
い
て
、
第
五
帖
「
こ
と
」
の
第
十
二
歌
と
し
て

揺
ら
れ
て
い
る
、
斎
官
女
机
の

琴
の
音
に
峯
の
校
風
か
よ
ふ
ら
し
い
づ
れ
の
を
よ
り
し
ら
べ
そ
め
け
ん

の
歌
を
挙
げ
、
こ
れ
が
野
営
に
苔
官
　
（
輝
子
内
親
王
）
　
の
庚
申
を
さ
れ
た
時



「
校
風
入
二
校
琴
こ
　
の
題
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、
そ
の
こ

と
を
拾
遺
和
歌
集
の
詞
告
き
や
景
鷺
（
注
三
の
詞
告
き
に
よ
っ
て
知
り
得
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
こ
の
歌
の
詠
ま
れ
た
の
が
、
良
元
元
年
（
九
七
六
年
）
十

月
廿
七
日
の
庚
申
の
夜
で
あ
る
こ
と
も
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
古
今
和
歌
六
帖
は
、
少
な
く
と
も
、
良
元
元
年
以
後
に
成

立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
後
謳
利
雄
氏
は
、
古
今
和
歌
六
帖
の
編
者
と
し
て
兼
明
親
王
を
考

え
て
お
ら
れ
、
古
今
和
歌
六
帖
の
成
立
年
代
は
、
員
元
元
年
十
月
廿
七
日
よ
り
永

延
元
年
へ
九
八
七
年
）
九
月
廿
六
日
の
問
で
あ
る
と
琴
え
て
お
ら
れ
る
。
（
注
6
）

又
、
平
井
草
郎
氏
や
田
林
確
信
氏
に
な
る
と
、
古
今
和
歌
六
帖
の
編
者
を
源

旧
と
考
え
、
そ
の
成
立
を
良
些
元
年
な
い
し
は
永
親
元
隼
人
九
八
三
年
）
と
し

て
お
ら
れ
る
。
（
注
7
）

そ
う
し
た
諸
氏
に
よ
る
考
潔
の
結
実
に
よ
る
な
ら
ば
、
「
あ
ま
の
原
冊
↑
l
ぎ
へ

さ
え
や
わ
た
る
ら
む
こ
は
り
と
見
ゆ
る
冬
の
よ
の
月
」
の
歌
に
関
す
る
限
り
、

拾
遺
抄
と
古
今
和
歌
六
帖
と
の
閏
に
は
、
正
接
的
な
採
歌
関
係
の
な
い
こ
と
は

う
か
が
え
る
。

即
ち
、
従
来
の
諸
氏
の
見
柄
に
よ
る
な
ら
ば
、
古
今
和
歌
六
帖
の
成
立
は
拾

遺
抄
の
成
立
以
前
で
あ
る
か
ら
、
古
今
和
歌
六
帖
の
編
者
が
拾
遺
抄
か
ら
「
あ

ま
の
原
」
の
歌
を
抄
出
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
と
同
時
に
、
先
の
拾
遺
抄

と
古
今
和
歌
六
帖
と
に
於
け
る
討
書
き
の
相
異
や
作
者
名
の
有
無
な
ど
の
、
相

異
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
考
え
て
い
け
ば
、
拾
遺
抄
が
古
今
和
歌
六
帖
に
拠

っ
た
と
も
堵
冬
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
（
注
8
）

し
か
も
、
拾
遺
抄
と
盈
投
な
関
係
の
あ
る
如
意
H
鷺
に
も
、
こ
の
「
あ
ま
の

原
」
の
歌
が
恵
照
浣
餌
の
作
と
し
て
揺
嶽
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
琴
え
る
と
、
拾

遺
抄
（
お
よ
び
拾
遺
和
歌
3
、
と
古
今
和
堅
ハ
柄
と
の
問
に
無
類
的
な
揺
告
関

係
の
な
い
こ
と
は
知
れ
る
。
つ
ま
り
、
公
任
の
鷺
に
よ
っ
て
、
最
初
に
如
意
曇

鷺
が
成
り
、
つ
い
で
再
招
集
桝
我
の
歌
を
撞
き
新
し
巨
獣
を
追
補
し
て
拾
遺
抄

が
成
っ
た
と
推
罠
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
如
意
宝
盤
に
、

歌
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
収
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

既
に
、
開
祖
の

如
意
宝
蔑
　
　
　
巻
第
四

つ
き
を
み
は
へ
り
て
　
　
恵
良
法
師

あ
ま
の
は
ら
そ
ら
さ
へ
さ
え
や
わ
た
る
ら
む

こ
は
り
と
み
ゆ
る
ふ
ゆ
の
よ
の
つ
き

だ
か
ら
、
古
今
和
歌
六
帖
と
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、

拾
遺
抄
や
拾
遺
和
歌
鷺
と
で
は
な
く
し
て
、
如
意
冥
篤
と
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。と
は
い
っ
て
も
、
従
来
の
諸
氏
の
考
察
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
の
歌
の
採
取
に

関
し
て
、
如
㌫
草
梧
‡
古
今
和
歌
六
楯
と
の
閏
に
も
、
沌
㌶
的
な
関
係
が
あ
る

と
は
琴
冬
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
．
第
一
に
、
古
今
和
歌
六
柏
の
成
立
年
時
の
下
限
を
氷
軍
元
年
も
し

く
は
永
延
元
年
と
す
る
往
来
の
諸
氏
の
見
解
に
従
う
な
ら
ば
、
如
苦
心
宝
集
の
成

立
が
古
今
和
歌
六
帖
の
成
立
以
前
と
は
ま
ず
睾
冬
b
れ
な
い
。
（
注
9
）
し
た

が
っ
て
、
古
今
和
歌
六
帖
の
編
者
が
如
音
盤
集
か
ら
正
接
に
「
あ
ま
の
原
」
の

歌
を
採
取
し
た
と
は
等
与
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

堕
一
に
、
如
意
宝
蕉
デ
は
、
拾
遺
抄
や
拾
遺
和
歌
環
と
同
様
に
、
作
者
は
恵

田
法
師
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
古
今
和
歌
六
帖
で
は
作
者
名
が
記
さ
れ
て

い
な
い
。
（
注
1
0
）
し
た
が
っ
て
、
如
意
宝
環
の
編
者
が
古
今
和
歌
六
帖
か
ら

寵
接
に
採
取
し
た
と
い
う
こ
と
も
、
琴
与
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
ど
こ
ま
で
も
、
古
今
和
歌
六
帖
の
成
立
年
時
の
下
限
を

薄
根
や
圭
蛸
親
王
の
没
年
に
お
き
、
如
〔
冥
梧
め
成
立
が
古
今
和
歌
六
雨
の
成

46



立
以
徒
の
こ
と
だ
と
考
え
た
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
古
今
和
歌
六
柏
の
編
者
が

源
冊
や
兼
明
兢
王
で
は
な
い
と
な
っ
て
、
成
立
年
時
が
従
来
考
え
て
い
た
時
点

よ
り
も
か
な
り
下
り
、
如
意
宝
票
の
成
立
以
按
と
い
う
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、

今
ま
で
考
え
て
き
た
方
向
と
は
逆
に
、
古
今
和
歌
六
帖
が
如
章
宝
空
か
ら
「
あ

ま
の
原
」
の
歌
を
採
録
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
り
待
て
、
も
う
一
覧
考
え
な

お
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
は
、
一
応
、
従
来
の
見
隋
の
上
に
立
っ
て
、
古
今
和
訳
六
帖

と
如
意
錠
張
と
の
問
に
は
採
歌
閑
係
は
な
い
も
の
と
し
て
、
こ
の
世
鎧
は
ひ
と

ま
ず
保
留
に
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

注
5
　
歌
仙
㌫
標
本
の
窺
官
女
机
梧
窪
は
こ
の
訊
か
な
い
が
、
西
本
m
寺
本
に

は
み
え
て
い
る
。

6
　
古
今
和
堅
ハ
帖
の
絹
を
笠
㍍
研
尉
三
と
す
る
終
結
利
雄
氏
は
、
飛
明
親

王
の
没
年
で
あ
る
水
陸
元
年
を
成
立
琵
代
の
下
限
と
す
る
。

7
　
成
立
年
代
の
下
限
を
、
澤
順
の
没
し
た
永
観
元
年
に
お
く
。

8
　
古
今
和
歌
六
帖
に
は
、
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

9
　
如
意
髪
質
の
成
立
は
、
久
雷
神
非
氏
の
『
西
本
頼
寺
本
一
二
十
六
人
窯
精

成
』
　
（
凪
m
欝
曇
に
於
け
る
田
老
累
に
よ
る
な
ら
ば
、
長
堅
一
年
（
九

九
六
年
）
四
月
な
い
し
同
年
十
二
月
の
冊
で
あ
る
。

1
0
　
こ
の
歌
の
作
者
名
は
、
古
今
和
歌
六
帖
か
ら
は
、
わ
か
ら
な
い
。

≡

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
て
当
然
考
冬
ら
れ
る
の
が
、
古
今
和
歌
六
帖
と
如
意
宝

集
と
の
両
書
が
拠
っ
た
、
資
料
の
検
討
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
小
稿
で

主
眼
と
し
て
い
る
こ
と
に
限
定
し
て
い
え
ば
、
古
今
和
歌
六
棺
の
担
っ
た
資
料

に
つ
い
て
見
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
あ
ま
の
原
」
の
歌
は
、
恵
鎧
環
に
よ
れ
ば
、
某
年
十
二
月
或
所
説
合
）
注

1
1
）
の
時
の
歌
で
あ
る
。
そ
の
時
の
歌
は
、
次
の
如
く
で
を
′
聖

．

．

∴

　

　

∵

∵

・

∵

十
二
月
あ
る
所
に
寛
合
せ
さ
せ
た
ま
ふ

桧
の
雪

．
∂1
0
む
ら
た
つ
の
や
と
れ
る
え
た
と
み
る
ま
て
に
　
ま
つ
の
し
つ
え
を
う
つ
む
白

雪

匪
梅

捕
崇
ヨ
の
ふ
る
と
し
な
か
ら
に
は
の
む
め
　
ま
つ
こ
ち
か
せ
に
ゝ
ほ
ひ
や
は
せ

ぬ

い
け
の
こ
は
り

71
0
な
み
よ
す
る
あ
し
の
う
ら
へ
も
を
と
せ
ぬ
ほ
　
い
け
の
こ
は
り
や
と
ち
は
て

ぬ
ら
んヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

冬
の
よ
る
の
月

S

・

・

・

◎

　

◎

・

，

、

，

，

，

，

，

，

，

，

，

　

，

，

，

，

，

、

ヽ

，

、

，

，

1
0
あ
ま
の
か
は
そ
ら
さ
へ
さ
え
や
わ
た
る
ら
ん
　
こ
は
り
と
み
ゆ
る
ふ
ゆ
の
よ

ヽ

　

ヽ

の
月
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○
　
　
　
－
　
　
　
○

∵
　
工
上
．
∴
h
．
月
．
佃
・
朝
　
小
、
・

十
二
月
あ
る
所
の
寛
合
せ
さ
せ
拾
L
に

枚
　
に
は
の
む
め
　
冬
月
　
池
の
こ
ほ
り

一
八

冊
む
ら
た
つ
の
や
と
れ
る
や
た
と
見
る
ま
て
に
　
ま
つ
の
み
と
り
も
う
つ
む

し
ら
ゆ
き
に
は
の
む
め

11
0
白
雪
の
ふ
る
と
し
な
か
ら
臣
の
毎
は
　
花
と
か
こ
ち
て
に
は
ひ
や
は
せ
ぬ

池
の
氷

21
0
狼
よ
す
る
あ
し
の
う
ら
は
も
を
と
せ
ぬ
は
　
池
の
氷
や
と
ち
は
て
ぬ
ら
む

ヽ
　
　
ヽ
　
　
ヽ
　
　
ヽ
　
　
ヽ

冬
の
よ
の
月



3

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

，

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

，

◎

⑳

◎

⑳

⑳

　

ヽ

・

・

ヽ

　

ヽ

，

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

，

，

1
0
あ
ま
の
は
ら
そ
ら
さ
へ
さ
え
や
ま
さ
る
ら
む
　
こ
は
り
と
見
ゆ
る
冬
の
よ
の
月

古
今
和
歌
六
帖
に
於
け
る
歌
の
詞
句
と
、
恵
良
窯
に
於
け
る
そ
れ
と
は
異
な

っ
て
い
る
が
、
同
歌
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
の
詠
ま
れ
た
、
某
年
十
二
月
或
所
歌

合
の
促
さ
れ
た
年
時
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
こ
の
歌
に
よ
っ
て
、
か
な
り
机
的

に
、
古
今
和
歌
六
帖
の
成
立
年
時
を
い
う
こ
と
が
で
き
る
雄
態
が
生
ず
る
か
も

し
れ
な
い
。

だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
歌
合
の
成
立
年
時
は
、
恵
撞
鷺
に
よ
っ
て
も
、

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
注
誓
し
た
が
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
は
、

こ
の
歌
合
に
よ
っ
て
古
今
和
歌
六
帖
の
成
立
時
期
を
云
々
す
る
こ
と
は
無
理
か

と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
古
今
和
歌
六
時
の
編
者
は
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
を
如
何
な
る
資

料
か
ら
収
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

恵
良
集
に
よ
る
と
、
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
は
歌
合
の
際
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

古
今
和
歌
六
帖
の
編
者
が
、
そ
れ
か
ら
粧
接
に
採
録
す
る
と
い
う
場
合
が
ま
ず

琴
冬
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

某
年
十
二
月
或
所
歌
合
の
歌
な
ど
と
省
き
留
め
た
記
録
の
類
か
ら
、
古
今
和

歌
六
種
の
編
者
は
、
こ
の
歌
を
採
取
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
考
与
ら
れ
な
い
こ

と
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
歌
合
の
性
路
か
ら
し
て
、
ま
ず
そ
う
い
う
こ
と
は

あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。

恵
置
環
の
方
の
詞
書
き
に
「
歌
合
せ
さ
せ
給
ふ
（
歌
合
せ
さ
せ
拾
L
に
）
」

と
、
敬
語
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
成
立
事
情
と
雰
囲
気
と
を
瞳
渕
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
内
容
的
に
は
「
校
の
雲
」
「
匠
の
梅
」
　
「
池
の
氷
」

「
冬
の
よ
の
月
」
と
い
う
四
番
四
m
で
、
し
か
も
悉
く
冬
望
季
題
に
限
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
考
え
る
と
、
病
め
て
小
相
模
で
、
か
つ
私
的
な
談
合
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
世
に
広
く
知
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
の
な
か
っ
た
談
合
で
あ
っ
た

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
談
合
の
歌
は
増
発
歌
合
な
ど
に
も
採
録
さ

れ
て
お
ら
ず
、
恵
招
集
に
よ
っ
て
の
み
存
在
の
知
ら
れ
る
談
合
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
古
今
和
歌
六
輔
の
編
者
が
、
そ
の
歌
合
の
記
録
類
か
ら
正
接

に
、
先
の
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
を
採
取
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

古
今
和
歌
六
帖
の
編
者
は
、
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
を
、
恵
控
蟻
を
通
し
て
採

取
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
琴
冬
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
撚
っ
た
の
は
、
図
書

寮
　
聖
…
末
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
窪
岩
大
云
露
の
伝
太
か
ら
で
は
な

く
、
崇
目
貫
望
用
木
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
古
空
完
本
の
水
文
に
讐

た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
（
注
1
3
）

第
三
句
に
つ
い
て
み
る
と
、
古
今
和
歌
六
時
・
如
意
宝
莞
・
拾
遺
抄
・
拾
遺

和
歌
集
・
古
本
系
統
の
恵
塵
集
な
ど
が
全
て
「
わ
た
る
ら
ん
」
と
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
窪
茨
木
系
統
の
恵
塵
蛮
だ
け
は
「
ま
さ
る
ら
む
」
と
し
て
い
る
。

古
今
和
歌
六
帽
と
茫
琵
太
釆
杭
の
恵
撞
喋
と
の
机
に
は
大
き
な
偏
り
が
あ
る

と
い
え
る
。

他
方
、
古
今
和
級
六
帖
と
古
本
市
枕
の
m
笛
鷺
と
は
、
堕
二
句
に
つ
い
て
は

全
く
同
じ
で
問
題
は
な
い
が
、
第
一
句
に
つ
い
て
見
る
と
、
前
者
が
「
あ
ま
の

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

原
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
「
あ
ま
の
か
は
」
と
な
っ
て
お
り

や
は
り
相
異
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
古
本
系
統
の
恵
塵
集
に
於
い
て
、
転
写
の
隈

に
変
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
を
、
次
の
こ
と
か
ら
推
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

即
ち
、
餞
因
法
印
の
攫
し
た
玄
々
生
に
も
、
二
の
ま
の
原
」
の
歌
が
収
敬
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
は
m
篇
集
を
通
し
て
採
取
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
1
の

だ
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
古
今
和
歌
六
帖
の
本
文
と
全
く
同
じ
な
の
で
あ
る
。

頁
に
、
如
音
㌫
鷺
・
拾
遺
抄
・
拾
遺
和
歌
鷺
に
於
け
る
歌
の
語
句
も
、
古
今
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和
歌
六
帖
の
語
句
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
如
意
宝
集
（
注
1
4
）
も
古

本
系
統
の
恵
良
集
か
ら
、
「
あ
ま
の
灰
」
の
歌
を
採
取
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
注
1
5
）

こ
れ
ら
か
ら
考
え
て
、
古
本
預
銃
の
恵
慶
兵
に
於
い
て
も
、
最
初
は
「
あ
ま

ヽ

　

ヽ

の
は
ら
」
の
本
文
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ヽ

　

ヽ

そ
れ
が
転
写
さ
れ
て
い
く
途
中
で
」
　
「
あ
ま
の
か
は
」
と
い
う
よ
う
に
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

も
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
古
今
和
歌
六
帽
が
古
本
系
統
の
恵
良
斑
か
ら
直
接

に
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
を
採
取
し
た
と
い
う
こ
と
も
充
分
に
考
え
得
る
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
、
古
今
和
歌
六
帖
の
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
が
、
古
本
市
杭
の
恵

良
集
か
ら
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
恵
趨
鋲
の
成
立

時
親
や
古
今
和
歌
六
帖
の
成
立
時
期
を
考
え
て
い
く
に
際
し
て
、
大
き
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
。

注
1
1
　
今
昔
物
語
の
記
事
を
信
じ
れ
ば
、
河
原
院
歌
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

1
2
　
今
昔
物
語
が
い
う
よ
う
に
、
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
が
河
原
院
で
詠
ま
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
仮
り
に
、
偶
因
法
師
や
大
江
軍
言
・
源
道
濱
な
ど
が

こ
の
歌
合
に
出
席
し
て
い
た
も
の
と
な
れ
ば
、
相
当
に
こ
の
歌
合
の
年
時

は
下
る
こ
と
に
な
る
が
、
ま
ず
そ
う
し
た
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。

1
3
　
恵
良
盤
に
は
、
罠
家
本
系
統
の
伝
本
と
、
古
木
系
統
の
伝
本
と
の
二
親

が
あ
る
。
定
家
本
系
統
の
恵
軸
紀
要
は
、
中
世
以
降
ひ
ろ
く
流
布
し
、
現
在

で
も
最
も
流
布
し
て
い
る
伝
本
で
あ
る
が
、
恵
毘
法
師
以
外
の
後
世
の
人

の
手
が
は
い
っ
て
い
て
、
か
な
り
改
変
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

詳
し
く
は
、
「
図
書
異
本
恵
農
褒
（
聖
聖
に
つ
い
て
1
－
迂
衰
自
筆

本
の
原
租
1
1
」
　
二
．
同
父
堪
致
』
第
三
十
二
号
）
を
参
憲
さ
れ
た
い
。

仙
方
、
古
本
系
統
の
苗
篇
蜜
は
、
一
見
拙
い
感
じ
の
す
る
散
文
朗
な
本
文

で
あ
る
が
、
恵
摺
班
原
本
の
本
文
を
か
な
り
正
確
に
伝
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
比
較
的
古
い
時
代
の
撰
鷺
に
収
録
さ
れ
て
い
る
恵
捷
法
師
の
歌
の

本
文
は
、
琵
完
本
系
統
の
文
よ
り
も
、
古
本
市
続
の
本
文
の
方
に
よ
り
近

似
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
「
古
本
市
続
の
前
置
環
に
つ
い
て
1
1
関
西

大
学
蔵
（
岩
崎
美
隆
文
堕
本
と
書
陵
部
蔵
（
図
書
寮
望
空
木

つ
t
」
　
（
『
国
語
国
文
』
昭
和
四
十
一
年
八
月
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

1
4
　
拾
遺
抄
は
如
苦
心
宝
環
に
、
拾
遺
和
歌
集
は
直
接
的
に
は
拾
遺
抄
に
、
そ

れ
ぞ
れ
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
．
ま
り
、
如
意
宝
集
1
拾
遺
抄
1

拾
遺
和
歌
と
い
う
経
路
を
た
ど
っ
た
と
琴
を
ら
れ
る
。

1
5
　
如
意
宝
盤
は
現
在
断
面
で
し
か
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
五
十
四
首
の
歌

を
知
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
恵
招
法
師
の
歌
を
二
首
兄
い
田
す
こ

と
が
で
き
る
。
二
百
と
も
古
本
市
続
の
恵
塵
真
か
ら
控
録
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
即
ち
、
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
の
他
に
、
如
意
宝
集
は
「
か
ば

や
な
ぎ
い
と
は
み
ど
り
に
あ
る
も
の
を
い
づ
れ
か
あ
げ
の
こ
ろ
も
な
る
ら

む
」
の
談
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
古
本
市
続
の
恵
琶
集
の
本
文
と
全

く
同
じ
で
あ
る
が
、
定
家
本
末
続
の
恵
良
集
で
は
初
句
が
「
あ
を
や
ぎ
の
」

と
な
っ
て
い
る
。
古
本
系
統
の
本
文
と
定
家
本
市
統
の
本
文
と
の
問
に
は
、

か
な
り
の
差
長
が
あ
り
、
如
意
髭
要
の
本
文
は
古
本
末
続
の
本
文
と
一
致
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す
る
。
群
し
く
は
、
注
1
3
で
あ
げ
た
　
「
古
本
市
銃
の
恵
鐙イ誓
フR

1
関
西
大
学
蕊
（
岩
崎
莫
隆
文
撞
）
本
と
吾
陵
部
涙
（
図
㌫
冥

木
1
1
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

150に
°　つ

558い
）　て

四恵
頂
崇
の
成
立
は
、
上
蓋
二
「
巻
と
も
に
、
正
眉
元
年
（
九
九
〇
年
）
以
後

の
こ
と
で
あ
る
。
（
産
l
G
）



拾
遺
抄
茨
び
拾
遺
和
管
賃
に
は
　
吾
鐙
法
師
が
二
条
右
大
臣
揮
同
声
薫
の
粟

田
山
庄
の
障
子
賃
を
詠
じ
た
談
が
、
収
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
恵
置
鷺
に
は
、
そ
の
歌
を
含
め
て
、
一
連
六
百
の
栗
田
山
庄
障
子

綺
を
翫
じ
た
歓
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
栄
花
物
語
』
へ
業
三
、
景
請
の
）
に
よ
る
な
ら
ば
、
藤
原
索
は
、

兄
清
隆
の
大
栖
君
（
窺
子
）
　
の
入
内
を
う
ら
や
み
、
栗
田
に
別
雅
を
造
出
し
、

「
捌
障
子
の
絵
に
は
、
名
あ
る
所
々
を
か
ゝ
せ
袷
ひ
て
、
さ
べ
き
人
！
1
に
討

よ
ま
せ
給
」
う
た
と
い
っ
て
い
る
。

琵
子
の
入
内
は
庄
暦
元
年
正
月
廿
五
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
ハ
点
鐙
法
師
が

粟
田
山
庄
の
障
子
給
を
歌
に
詠
じ
た
の
は
、
正
暦
元
年
以
後
の
こ
と
で
、
道
兼

の
棄
田
山
庄
が
完
成
し
た
時
以
後
の
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
藤
原
遺
棄
の
粟
田
山
庄
障
子
絵
を
詠
じ
た
歌
が
、
恵
招
集
に
収
載

さ
れ
て
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
む
鐙
蛙
の
成
立
は
、
正
情
元
年
以
後
の
こ
と

と
わ
か
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
古
今
和
歌
六
時
に
収
敢
さ
れ
て
い
る
「
あ
ま
の
掠
」
の
歌
が
、
先

程
考
察
し
た
よ
う
に
、
む
鐙
要
を
通
し
て
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
し
か
も
、
古
今
和
歌
六
帖
の
原
描
木
に
、
既
に
、
こ
の
歌
が
含
ま

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
古
今
和
歌
六
帖
の
成
立
時
和
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

更
に
、
古
今
和
歌
六
帖
の
成
立
時
期
が
正
野
花
年
（
恵
鐙
種
透
立
の
上
限
）

以
後
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
編
者
は
兼
明
親
王
や
源
膳
で
は
あ
り
え
な

く
な
る
。
又
、
古
今
和
歌
大
略
の
成
立
年
時
が
、
恕
鐙
植
苗
成
立
の
下
限
を
示
す
と
い

う
こ
と
も
有
り
待
る
こ
と
に
な
る
。
（
注
1
7
）

注
1
6
　
詳
し
く
は
、
別
稿
「
粟
田
山
庄
m
子
絵
と
和
歌
と
挟
詩
－
恵
彊
集
と

江
史
郎
樟
拭
　
－
　
」
に
迩
べ
る
予
定
。

1
7
　
今
の
と
こ
ろ
は
、
恵
良
鷺
の
成
立
の
下
限
は
、
如
意
宝
票
の
成
立
時
で

あ
る
と
こ
ろ
の
、
畏
徳
二
年
を
増
え
て
い
る
。

〔
㌫
一
記
〕

以
上
の
推
論
は
、
古
今
和
歌
六
帖
に
み
ら
れ
る
「
あ
ま
の
脛
」
の
歌
が
、
恵

橙
鷺
を
通
し
て
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
又
、
そ
れ
が
古
今
和
歌
六

帽
の
編
者
に
よ
っ
て
揺
駁
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
、
と
い
う
二
つ
の
前
提
の
上
に

立
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

「
あ
ま
の
原
」
の
歌
が
訊
作
さ
れ
た
某
年
十
二
月
或
所
玖
合
は
、
極
め
て
小

規
模
で
、
か
つ
、
私
的
な
歌
合
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
．
古
今
和
歌
六
帖

の
編
者
が
談
合
の
証
本
か
ら
荘
接
に
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
を
採
取
す
る
可
能
性

は
小
さ
い
と
琴
冬
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
皆
無
で
は
な
い
。
即
ち
、
先
の
歌

を
、
恵
撞
鷺
か
ら
で
は
な
く
て
、
取
合
の
証
本
か
ら
採
取
し
た
の
だ
と
い
う
こ

と
も
考
冬
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
し
、
更
に
は
、
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
が
終

世
の
者
に
よ
っ
て
古
今
和
歌
六
帖
に
抽
入
さ
れ
た
欧
で
あ
る
場
合
も
、
一
応

は
、
考
え
て
み
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

更
に
琴
冬
ら
れ
る
こ
と
は
、
古
今
和
歌
六
楯
の
編
者
が
「
あ
ま
の
掠
」
の
歌

を
揺
祝
し
た
の
が
、
点
鐙
覧
か
ら
で
も
な
く
、
又
、
取
合
の
証
本
か
ら
で
も
な

く
て
、
他
の
持
鷺
甑
か
ら
抹
玖
し
た
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
即
ち
、
古
今
和
歌

六
帖
が
、
「
あ
ま
の
瀬
」
の
訳
が
菰
作
さ
れ
た
際
の
堅
ロ
の
歌
は
勿
論
の
こ
と
、

恵
慶
棒
諺
収
鼓
さ
れ
て
い
る
歌
の
中
か
ら
も
、
こ
の
「
あ
ま
の
原
」
の
歌
一
首

し
か
採
録
し
て
い
な
い
と
い
う
轟
異
を
琴
見
る
と
、
あ
る
い
は
、
如
意
宝
薫
の

よ
う
な
撰
焦
が
、
「
あ
ま
の
原
」
の
説
と
古
今
和
歌
六
帖
と
の
闇
に
、
介
在
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

仮
に
、
以
上
Ⅱ
べ
た
よ
う
な
瘍
合
で
あ
る
な
ら
ば
、
古
今
和
訳
六
帖
と
む
鐙

鷺
と
の
間
に
は
、
正
接
的
な
揺
譲
雨
転
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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